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要 旨 

 

目的：医療が行き届いていない状態（MUS）と飲酒家族歴(FH)が、飲酒ならびにアルコール障害

（AUD）とどのように関連するかを検討する。 

方法：一期（2001-2002）および二期（2004-2005）の飲酒ならびに関連症状に関する米国疫学調査

の匿名化された公的データから得られた 29,993人を対象とした。一期は 50州およびコロンビア特

別区に居住する 18歳以上の施設非入所の市民、二期は一期と同じ参加者（施設入所、死亡、現役兵

などの入手不可能、拒否、所在不明は除外）とした。一日平均アルコール摂取は過去 12か月におけ

る飲酒量と頻度と飲料ごとのエタノール含有量をもとに推定した。AUDの評価は DSM（精神障害

の診断・統計マニュアル）-IV を用いた。FH は一親等および二親等は 0.5 および 0.25 でスコアを

重み付けした。MUSは、連邦貧困線の 100％以下の所得または普段の健康管理手段がないと答えた

MUS 群(6,323 人)と、これら基準を満たさない非 MUS 群(23,670 人)とした。FH を除くすべての

独立変数は二期で測定された。従属変数は一日平均アルコール摂取と AUD とし、多変量線形回帰

モデルおよびロジスティック回帰モデルで主効果と交互効果を検証した。 

結果：主効果モデルでは FH スコアと MUS 状態について、一日平均アルコール摂取との有意な関

連が示され（p < 0.01）、MUS群では FHの効果がより強く、女性より男性で強かった。AUDは、

FHスコアと性別で有意な関連を認めたが（いずれも p < 0.001）、MUS状態との関連はなかった。

交互作用モデルでは、二元交互作用（FHスコア×MUS状態、FHスコア×性別）および三元交互作

用（FHスコア×MUS状態×性別）のいずれも統計的に AUDと有意な関連を示さなかった。 

結論： MUS 状態において、FH は特に男性で過多の飲酒と関連していた。優先的な予防的介入を

行うために、飲酒問題の対象者背景をさらに検証していく必要がある。 

 
 


